
防
研
セ
ミ
ナ
ー

時
代
を
読
み
解
くシリ

ー
ズ

防

研

セ

ミ

ナ

ー

　１９９７（平成９）年生まれ、新潟県出身。国

際基督教大学教養学部卒業、オーストラリア

国立大学大学院修士課程（国際関係学）修了。

２０２１年防衛研究所入所。専門分野は日本の安

全保障政策、インド太平洋地域の安全保障、

政策決定過程論。主な業績として、「防衛戦

略の変化と継続性　―２０２２年「国家防衛戦略」

と新時代の防衛力―」（『安全保障戦略研究』

第５巻第２号、２０２５年）など。

　

日

本

は

諸

外

国

と

防

衛

協

力

を

行

っ

て

い

る

が

、

特

に

近

年

活

発

に

な

っ

て

い

る

の

が

米

国

以

外

の

「

同

志

国

」

と

呼

ば

れ

る

国

々

と

の

連

携

で

あ

る

。

２

０

２

２

年

に

策

定

さ

れ

た

国

家

防

衛

戦

略

で

は

、

「

同

志

国

等

と

の

連

携

」

は

防

衛

目

標

を

実

現

す

る

た

め

の

ア

プ

ロ

ー

チ

の

一

つ

に

位

置

付

け

ら

れ

て

い

る

。

２

つ

に

大

別

さ

れ

る

同

志

国

と

の

連

携

　

防

衛

省

・

自

衛

隊

が

実

施

す

る

同

志

国

と

の

協

力

は

、

目

的

の

観

点

か

ら

大

き

く

２

つ

に

大

別

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

　

１

つ

は

武

力

を

交

え

た

有

事

の

抑

止

や

対

処

能

力

向

上

、

一

方

的

な

現

状

変

更

を

試

み

る

挑

戦

国

の

牽

制

と

い

っ

た

効

果

を

期

待

す

る

も

の

で

あ

る

。

　

そ

の

代

表

は

豪

州

と

の

協

力

で

あ

る

。

�

年

の

安

全

保

障

共

同

宣

言

で

は

、

安

全

保

障

上

の

緊

急

事

態

に

お

い

て

「

相

互

に

協

議

し

、

対

応

措

置

を

検

討

す

る

」

と

明

記

さ

れ

て

お

り

、

日

本

の

国

家

防

衛

戦

略

に

あ

る

通

り

「

日

米

防

衛

協

力

に

次

ぐ

」

関

係

に

ま

で

発

展

し

て

い

る

。

「

も

が

み

」

型

護

衛

艦

の

能

力

向

上

型

が

豪

州

の

次

期

汎

用

フ

リ

ゲ

ー

ト

に

選

定

さ

れ

た

こ

と

は

記

憶

に

新

し

い

が

、

他

に

も

米

国

を

交

え

た

防

衛

協

議

体

「

Ｔ

Ｄ

Ｃ

」

や

ハ

イ

エ

ン

ド

な

共

同

演

習

な

ど

の

取

り

組

み

が

進

め

ら

れ

て

い

る

。

　

他

に

も

、

日

米

韓

、

日

米

豪

比

と

い

っ

た

ミ

ニ

ラ

テ

ラ

ル

の

枠

組

み

や

、

欧

州

と

の

協

力

な

ど

が

並

行

し

て

進

ん

で

い

る

。

　

も

う

１

つ

の

形

と

し

て

、

有

事

を

直

接

的

な

念

頭

に

置

か

な

い

、

よ

り

ソ

フ

ト

な

協

力

も

強

化

が

図

ら

れ

て

い

る

。

す

な

わ

ち

信

頼

醸

成

や

、

自

然

災

害

な

ど

の

比

較

的

ロ

ー

エ

ン

ド

な

安

全

保

障

課

題

へ

の

対

応

に

か

か

る

協

力

で

あ

る

。

　

こ

の

タ

イ

プ

の

代

表

例

と

し

て

、

Ａ

Ｓ

Ｅ

Ａ

Ｎ

や

太

平

洋

島

嶼

国

と

の

防

衛

協

力

が

挙

げ

ら

れ

る

。

こ

れ

ら

の

国

々

の

国

際

環

境

認

識

は

多

様

で

、

た

と

え

ば

中

国

と

の

距

離

感

や

軍

事

的

な

安

全

保

障

の

優

先

順

位

は

さ

ま

ざ

ま

で

あ

る

。

し

か

し

、

海

洋

安

全

保

障

の

強

化

や

、

人

道

支

援

・

災

害

救

援

（

Ｈ

Ａ

／

Ｄ

Ｒ

）

の

需

要

は

概

し

て

高

い

。

日

本

は

こ

れ

ら

の

分

野

で

、

能

力

構

築

支

援

や

政

府

安

全

保

障

能

力

強

化

支

援

（

Ｏ

Ｓ

Ａ

）

と

い

っ

た

手

段

を

活

用

し

た

協

力

を

積

極

的

に

行

っ

て

い

る

。

　

こ

れ

ら

２

つ

の

タ

イ

プ

は

あ

く

ま

で

便

宜

的

に

抽

象

化

し

た

も

の

で

あ

り

、

実

際

の

協

力

は

必

ず

し

も

完

全

に

切

り

分

け

ら

れ

る

も

の

で

は

な

い

。

重

要

な

の

は

、

同

志

国

と

の

防

衛

協

力

は

画

一

的

な

も

の

で

は

な

く

、

情

勢

と

相

手

の

ニ

ー

ズ

を

踏

ま

え

た

多

様

な

連

携

が

展

開

さ

れ

て

い

る

こ

と

で

あ

る

。

平

素

か

ら

連

携

し

同

志

国

で

一

体

に

　

同

志

国

と

防

衛

協

力

を

行

う

最

大

の

意

義

は

、

幅

広

い

パ

ー

ト

ナ

ー

と

の

連

携

を

通

じ

、

望

ま

し

い

安

全

保

障

環

境

を

創

出

し

て

い

く

こ

と

に

あ

る

。

軍

事

力

の

強

化

と

海

空

域

で

の

活

発

な

活

動

を

続

け

る

中

国

や

、

核

・

ミ

サ

イ

ル

開

発

を

進

め

る

北

朝

鮮

な

ど

、

イ

ン

ド

太

平

洋

地

域

に

は

多

く

の

懸

案

が

存

在

し

、

同

志

国

で

一

体

と

な

っ

て

向

き

合

う

必

要

が

あ

る

。

ま

た

、

Ｈ

Ａ

／

Ｄ

Ｒ

の

よ

う

な

紛

争

の

抑

止

と

一

見

関

わ

り

の

な

い

分

野

で

の

協

力

も

、

大

規

模

災

害

が

も

た

ら

す

不

安

定

性

の

低

減

や

相

手

国

軍

の

運

用

能

力

向

上

、

平

素

か

ら

の

関

係

構

築

と

い

っ

た

意

義

が

あ

る

。

　

最

近

の

米

国

の

動

向

を

踏

ま

え

て

も

、

同

志

国

連

携

は

い

っ

そ

う

重

要

性

が

高

ま

っ

て

い

る

。

�

年

�

月

に

発

表

さ

れ

た

ト

ラ

ン

プ

政

権

の

国

家

安

全

保

障

戦

略

は

、

米

国

の

国

益

を

厳

格

に

絞

り

込

む

と

共

に

、

同

盟

国

に

は

自

助

努

力

を

強

く

求

め

て

い

る

。

イ

ン

ド

太

平

洋

地

域

の

重

要

性

は

依

然

と

し

て

認

識

さ

れ

て

い

る

も

の

の

、

米

国

の

利

益

を

守

る

と

い

う

観

点

が

際

立

ち

、

普

遍

的

な

公

共

財

提

供

や

国

際

秩

序

形

成

と

い

っ

た

面

は

後

景

に

退

い

て

い

る

。

　

戦

略

文

書

通

り

の

政

策

が

展

開

さ

れ

る

と

は

限

ら

な

い

が

、

今

後

の

米

国

に

よ

る

地

域

関

与

は

、

「

米

国

第

一

」

の

枠

組

み

を

色

濃

く

反

映

し

て

い

く

可

能

性

が

高

い

だ

ろ

う

。

同

時

に

、

米

国

の

同

盟

国

に

求

め

ら

れ

る

役

割

は

大

き

な

も

の

と

な

る

。

　

日

本

は

法

の

支

配

に

基

づ

く

自

由

で

開

か

れ

た

国

際

秩

序

の

維

持

を

重

要

な

国

益

と

し

て

き

た

。

そ

し

て

、

そ

の

実

現

に

向

け

て

日

本

が

担

う

べ

き

責

任

は

従

来

以

上

に

重

み

を

増

し

て

い

る

。

自

国

の

防

衛

力

と

日

米

同

盟

の

強

化

に

加

え

て

、

こ

れ

ま

で

以

上

に

日

本

が

同

志

国

間

の

連

携

を

主

導

し

て

い

く

こ

と

が

必

要

な

時

代

を

迎

え

て

い

る

の

で

あ

る

。


